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イタリア時代の百武兼行 Ⅴ
―〈チュウロン〉の正体―
吉 住 磨 子1
Kaneyuki Hyakutake in His Roman Period V : Identifying Thouron
Mako YOSHIZUMI
要 旨
この小論は、百武兼行（1842～84年）のイタリア滞在期（1880～82年）の研究の第5編にあたる（註
1）。本稿では、日本語で記された百武や松岡壽（1862～1943年）のローマ滞在期に関する資料の中
に登場する〈チュウロン（チューロン）〉という人物を、アメリカ人の画家ヘンリー・ジョゼフ・チュ
ウロン（Henry Joseph Thouron：1851～1915年）に同定する。そして、この画家に関する資料を探
り、チュウロンは松岡らが書き残している通り、パリでレオン・ボナ（Léon Bonnat：1833～1922）
のアトリエにいたことを突き止め、それによって松岡らの記録が史実であることを裏付ける。これら
の作業によって、百武と松岡のそれぞれの研究史の上で、これまで欠落していた、小さいが看過でき
なかった重要な部分を補填する。
はじめに
百武兼行と松岡壽のそれぞれの研究の上でアメリカ人の画家〈チュウロン〉あるいは〈チューロン〉と
いう人物は必ず言及されるものの、これまでこの人物が何者であるかは知られてこなかった。本稿の目的
は、この人物の正体を明らかにすることであるが、本題に入る前に、〈チュウロン〉あるいは〈チューロ
ン〉の名前が出てくる百武関連資料を整理しておくこととする（註2）。
昭和初期の画家である小林鐘吉（1877～1946年）の『故百武兼行傳』（1909年）によれば、百武はロー
マで「（レオン）ボナーの友達で自分よりは好く出來てゐたチューロンと云ふ人を賴んで、批評をして貰っ
てゐた（原文ママ）。」この文章の後には、「其の中に其のチューロンの紹介で、當時伊太利第一流のマツ
カリーと云ふ人に、一週一度来て貰って、勉強する事になった（現文ママ）」という文章が続く（註3）。
またこれとは別に、松岡壽に関わる資料によれば、百武は明治13年（1880年）8月25日にローマ到着後、
同月30日にはレオン・ボナの紹介による米国人画家チュウロンを松岡壽とともに訪ねている。二人は最初
チュウロンに絵を習うが、間もなくチュウロンの紹介で、チェーザレ・マッカリ（1840～1919年）に師事
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することとなる。チュウロンあるいはチューロンは、百武と松岡にマッカリを紹介しただけではなく、1880
年10月4日に松岡を「アカデミヤジジ」（原文ママ）に連れていった（註4）。「アカデミヤジジ」には百
武も通っていたことは、前稿で詳しく述べたとおりである（註5）。
以上が、百武の明治時代の資料に出てくるチュウロンの情報である。まとめると、百武がチュウロンを
知ったのは、パリ時代の彼の師レオン・ボナの紹介であったということ、また、松岡壽や百武にアッカデー
ミア・ジージを紹介したのもチュウロンであった。ここから、ローマにおいて百武や松岡が絵画の修業を
始めるにあたり、チュウロンはローマの美術界と彼らを繋ぐ重要なきっかけとなった人物であることが改
めて浮き彫りになってくる。
マルグッタ通り33番地
松岡壽の残した文書に記され、松岡とともに百武がローマで通っていたアトリエである「アッカデーミ
ア・ジージ」（松岡は、「アカデミヤジジ」と表記）が、マルグッタ通り48番地に所在したことは、筆者が
前稿で明らかにした通りである（註6）。百武がローマに滞在した時期には、ローマで裸体デッサンがで
きる場所は限られていたが、百武にとって、そのような状況の中で、裸体と着衣の両方のデッサンができ
たこのアトリエでの修業は、重要な意味を持っていたはずである。筆者はまた、百武がローマ滞在期に最
も多く取り組んだ画題「チョチャラ」とマルグッタ通りには密接な関係があったことも前稿で示唆した。
マルグッタ通り（Via Margutta）は、17世紀初めから芸術家のアトリエや住居、そして19世紀になって
からは、それらに加えて画廊や骨董商らが軒を連ねる通りとして知られる。現在でもその状況はあまり変
わってはいない。百武の時代には、百武の師であったチェーザレ・マッカリをはじめ、さまざまな国籍の
芸術家たちがマルグッタ通りにアトリエを構えていたし、そこには、アッカデーミア・ジージをはじめと
するアトリエに出入りする美術家たちやその美術家たちのモデルとなった人々が大勢いたことも前稿で述
べた通りである。西洋画習得に対する強い意欲を有していた百武や松岡にとって、マルグッタ通りやその
界隈は、ローマの町の中でも最も魅力的な地区であったに違いない。そして、前節でも触れた通り、チュ
ウロンはマルグッタ通りにあったアッカデーミア・ジージに松岡らを連れて行った人物でもあった。
このように百武がローマに滞在していた当時、大勢の芸術家たちがマルグッタ通りに引き寄せられ、其
処は芸術家たちが日々、交差する場所であった。そのことから、筆者は19世紀中頃から20世紀初めにかけ
てのマルグッタ通りに関わる記録の中にチュウロンの手がかりを見つけられるのではないかと考えた。そ
して、まずはじめにマルグッタ通りの居住者の記録を掘り起こしてみることにした。すると、1880年の記
録の中に、マルグッタ通り33番地に居住する〈Enrico Thouron〉という名前の人物を発見した（註7）。
筆者は、この人物こそ、松岡壽らが書き残している〈チュウロン〉あるいは〈チューロン〉という人物で
はないかと考え、さらに調査を進めた。
〈Enrico〉は〈Henry〉のイタリア語名であると判断し（註8）、資料を探ったところ、ジョン・マッ
クルーア・ハミルトン（John McLure Hamilton：1853‐1936）というアメリカ人の画家が著した『私が描
いた人々（Men I Have Painted）』（1921年）という本の中に、〈Henry Thouron〉という名前の画家につ
いて書かれた箇所を見出した（註9）。そして、そこに書かれた〈Henry Thouron〉の半生と、松岡らに
よる〈チュウロン〉の情報が一致することから、〈Henry Thouron〉を松岡らの記録に見出せる〈チュウ
ロン〉に同定した。
ハミルトンは、1953年にフィラデルフィアに生まれ、ペンシルヴェニア美術アカデミー（Pennsylvania
Academy of Fine Arts）において、有名なトーマス・エイキンズについて学んだ後、アントワープの美術
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学校、パリのジャン＝レオン・ジェロームのアトリエ、そして、エコール・デ・ボザールでも学んだ画家
である。ハミルトンは1878年にはロンドンに居を定め、その後58年間の長きにわたり、当地で活動したこ
とが知られている（註10）。ロンドンにおいてハミルトンは特に肖像画家として名声を高めた。肖像画家
ハミルトンの顧客の中には、四期にわたり英国首相を務めたウィリアム・ユワート・グラッドストン（1809
～98年）をはじめとする政治家や聖職者たちが名を連ねた。
『私が描いた人々』は、ハミルトンが出会った人々（父親、英国国王、政治家、聖職者、美術家など）
について書かれた四十六章からなる回想記である。グラッドストンについても一章が割かれており、各章
にはハミルトンによる各人の肖像画が掲載されている。チュウロンについて書かれた章（第十六章）では、
ハミルトンとチュウロンの出会い、晩年にまで至る二人の交流、チュウロンのヨーロッパ滞在、そしてチュ
ウロンの性格や作品などについてが、二千語弱の文章によって綴られている。また、ハミルトンによるチュ
ウロンの頭部の水彩スケッチ（図版1）も掲載されている。また、第一章「私の父」の第一段落にも、チュ
ウロンの名前が登場する（註11）。
次節では、『私が描いた人々』におけるハミルトンの記述と、ハミルトンとチュウロンが重要な関わり
をもったペンシルヴェニア美術アカデミーに保管されている資料から、チュウロンの半生を浮き彫りにし
ていく。
チュウロンの半生－ジョン・マックルーア・ハミルトンとチュウロン
ハミルトンが自分より2歳年上のヘンリー・チュウロンに初めて出会ったのは、ペンシルヴェニアの
ジョージ・ホームズ（George Holmes）という人物が教師を務めていた美術学校であった。それは、南北
戦争（1861～65年）直後であったというハミルトンの記述から、1860年代後半のことであったと考えられ
る。それは、ハミルトンにとっては十代半ば、チュウロンにとっては十代半ばから後半にそれぞれあたる
時期であった。二人はホームズの学校で、素描、古代彫刻の模刻、そして鋳造などを学んだ。ハミルトン
は、当時からチュウロンが特別な思いやりをもって自分に接してくれていたことを強く感じとっていたよ
うである（註12）。一方でハミルトンは、チュウロンの複雑で気難しい性格についても述べているが（註
13）、10代半ばからチュウロンが64歳で亡くなるまで親交を結ぶこととなった二人は、余程気の合う間柄
であったと考えられる。これは、後で触れるペンシルヴェニア美術アカデミーに残された資料からも裏付
けることができる。
やがて二人は揃ってペンシルヴェニア美術アカデミーに入学する。この学校は1805年に開校した米国で
最も古い美術学校で、1876年にはいち早く女性の入学を認めた美術学校としても知られる。同アカデミー
に保管されている資料によると、チュウロンが同アカデミーの古代美術（石膏デッサン）のコースで学ん
だのは1869年の1年間だけであった（註14）。一方、ハミルトンによれば、チュウロンはそこで、絵画の
構図、特に自然や建築物を背景とした群像表現の勉強に入れ込んだという。この情報から判断すると、チュ
ウロンは登録したコースの名前にある石膏デッサンばかりをやっていたわけではなさそうである。チュウ
ロンは、大構図の絵画研究に終生関心を抱き、彼が手掛けたペンシルヴェニアのローガン・スクエアにあ
る大聖堂の大型作品二枚においてもそのことは看て取れる、とハミルトンは続ける。もっとも、当時のア
メリカの美術教育の基礎がヨーロッパ流のアカデミズムにあったことを考えれば、そのこと、すなわちチュ
ウロンが大構図の絵画研究に勤しんだこと自体は特別なことではなかったはずである。
ハミルトンによれば、ローガン・スクエアにある大聖堂のパネル画のうちの1枚はローマで完成された
ものであった。ペンシルヴェニアの中で最も大きい聖堂であるこの教会（Cathedral Basilica of Saints Peter
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and Paul）が完成したのは、1864年のことであった。チュウロン作のパネル画が設置された正確な時期は
現在のところ未調査であるが、この一件からチュウロンはローマに滞在していたときから作品の注文を受
け、制作をしていたこと、そしてアメリカを離れても郷里のペンシルヴェニアとコネクションをもってい
たことがわかる。
ペンシルヴェニアでの美術教育を終え、やがて、二人は修業の場をヨーロッパに求めてアメリカを後に
する。ハミルトンが前述のようにアントワープの美術学校を選んだのに対し、チュウロンはパリのレオン・
ボナのアトリエを留学先に選んだとハミルトンは記している。最初、異なる場所で絵画修業に励むことと
なった二人だったが、その時期も二人は連絡をとりあっていた。やがてハミルトンもパリに出て、前述の
ようにジェロームのアトリエ他で絵画の研究に打ち込み始める。
やがてチュウロンはパリからローマに移動する。ハミルトンがパリからロンドンに移動したのは1878年
のことで、チュウロンも同じ頃、ローマに向かったのではないかと考えられるが、正確な時期は不明であ
る。百武がレオン・ボナのアトリエにいたのは、1879年の夏から翌1880年の夏ごろまでであったが、チュ
ウロンと百武がボナのアトリエにいた時期が少しでも重なっていたかどうかは現在のところ、はっきりと
はわからない。しかしながら、先にも引用したが、「（百武は）公務の余暇に矢張画をするのにアトリエを
借りて、ボナの友達で自分よりは好く出来てゐたチューロンと云う人を頼んで、批評をしてもらってゐた
（下線筆者）。」（註15）という小林鐘吉の書きぶりから判断すると、百武はローマに行く以前にはチュウ
ロンのことを知らなかったように思われる。それを考えると、ボナがローマのチュウロンのことを百武に
伝え、ボナを介して二人はローマで初めて知り合うこととなったと考えた方が自然であろう。
さて、ハミルトンによれば、チュウロンはローマで長年（a number of years）美術の勉強を続けた。一
方、ペンシルヴェニア美術学校が保管する資料によれば、チュウロンは1892年から1893年からと、1902年
から1903年まで母校で教師（instructor）として後進の指導にあたった。このことからチュウロンは遅く
とも1892年には米国へ帰国していることになる。1902年には、特に優秀な学生に授与する賞の賞金として、
チュウロンは母校に三千五百ドルを寄付している記録も残されている。同校におけるチュウロンの活動は
以後も続き、1909／1910年の学期から、1914／1915年の学期までは学長を務めている（註16）。彼の死後
1917年1月には、ペンシルヴェニア美術アカデミー友の会（The Fellowship of the Pennsylvania Academy
of the Fine Arts）によって、ヘンリー・Ｊ・チュウロン記念基金（The Henry J. Thouron Memorial Fund)
が発足している（註17）。この発起人になったのもハミルトンであった。以上のような、北米に帰国後の
チュウロンの履歴からすると、彼は教育、学校運営の両方で、母校において相当重要な役割を果たしたこ
とがうかがえる。
ハミルトンによれば、チュウロンはローマで息をひきとったが、それは彼が1915年のことであったので
（享年64歳）、教職から身を引くや否やローマに戻り、其処で客死したことになる（註18）。再びローマの
地を訪れたのがどのような理由によるものであったかは不明であるが、10年以上暮らしたローマに対して、
チュウロンは特別な思い入れを持っていたと想像するのは容易であろう。
チュウロンの画歴と作風
チュウロンは、かつて母校の壁に絵を描いたが、その壁画は現存していない。現在、ペンシルヴェニア
の母校に残されているチュウロンに関わる作品は僅か1点で、それもチュウロン自身の作品ではなく、ハ
ミルトンが描いた『壁画制作中のヘンリー・チュウロン氏』（註19）（図版2）である。ペンシルヴェニア
美術アカデミー付属の美術館は、18世紀から現代に至るまでの1万6千点以上の作品を収蔵し、アカデミー
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関係者（卒業生や教師）の作品は、同美術館のコレクションの柱の一つにもなっている。それにもかかわ
らず、チュウロン作品が残されていないのはなぜであろうか。米国に帰国した後の母校における数々の業
績を考えると、チュウロンの作品が母校に残されていないことがなおさら不思議に感じられる。
それを明らかにすることが本稿の目的ではないものの、百武と同じくレオン・ボナに学び、ローマでは、
チェーザレ・マッカリの周辺にもいたことがうかがえるチュウロンがどのような作品を描いていたかは気
になるところである。
現在、インターネットでチュウロンの作品を検索すると、数点の作品がヒットする（注20）。ある作品
は、陽光降り注ぐ屋外に複数の人物を配した印象派風のタッチによる作品であったり（註21）、またある
作品は、室内にいる単身の人物を暗めの色調でロマン主義風に描いたものであったりする（注22）。これ
らとは別に、古典的な様式で描かれた単身像も見出せる。これらの作品から判断すると、チュウロンは19
世紀の芸術の諸流派を巧みに自己の作品に取り入れ、折衷的かつ微温的な様式を旨とする作家であったと
考えられる。換言すれば、没個性的で、それゆえ画家としては一家を成しえなかったのかもわからない。
一方で、今回は調査が及ばなかったが、大構図の作品であると想像されるローガン・スクエアのパネル画
のことも忘れてはならないだろう。画家としてのチュウロンを明らかにするには、今後、この画家の作品
の発掘と分析が必要不可欠である。機会を得られれば、改めてその課題にも取り組みたいと考えている。
まとめに代えて
本論文では、〈チュウロン〉の正体を明らかにした。そして、ジョン・マックルーア・ハミルトンの記
述とペンシルヴェニア美術学校が保管する資料とによって、〈チュウロン〉は松岡らが記しているとおり、
パリにおいてレオン・ボナのアトリエで学んだアメリカ人の画家であったことを確認することができた。
チュウロンはローマに到着する以前に、少なく見積もっても10年以上の美術教育を米国とフランスの両
方で受けた。ローマ時代より前の彼の作品は現在のところ一切、不明であるが、チュウロンがローマに到
着した時には、この画家は既に絵画に関する相当の技術と知識、そして経験を持っていたことは想像に難
くない。だからこそ、百武らの作品を「批評」することができたのであろう。
百武や松岡がローマに到着する前に、彼らが現地で知っている美術関係者は、チュウロン以外にはいな
かったのかもわからない。少なくとも彼らや彼らの関係者が書き残しているものの中にはチュウロン以外
にそれらしい人物を見つけることはできない。そして、ローマ到着後わずか5日目に二人がチュウロンを
訪ねたという事実にも注目すべきであろう。それは、彼らの絵画修業に対する熱い思いや逸る気持ちを伝
える出来事であると同時に、チュウロンこそがローマに到着当初の彼らにとって異国の地で頼ることがで
きた（唯一の）美術関係者であったことを示唆してもいる。そして、チュウロンが到着して間もない二人
の絵画の批評をし、やがて二人に絵画の先生（チェーザレ・マッカリ）を紹介し、さらには二人をアッカ
デーミア・ジージに連れて行ったという記録からは、異国の地に到着したばかりの日本人たちの世話を親
身になって行うこの人物の様子がよくうかがえる。そこからは、ハミルトンが伝えるチュウロンの神経質
そうな性格よりもむしろ、ハミルトンがチュウロンに最初に会ったときに感じた思いやりに溢れたこの人
物の性格が看てとれる。
チュウロンの名前は、本稿の最初で引用した記録に登場した後、彼らに関わる記録に二度と現れること
はなかった。恐らくは百武らが制作の上で、チュウロンから直接、影響を受けることはなかったであろう。
しかしながら、百武にとってチュウロンは、パリとローマを繋げた人物の一人として、また、限られた時
間の中で、ローマにおける制作環境を迅速に整えることに大きな力を貸した人物として、改めて重要視さ
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れるべきであると考えるのである。
註
（註1）拙稿「イタリア時代の百武兼行Ⅰ―チェーザレ・マッカリに焦点をあてて」『佐賀大学全学教養機構紀要第5号』2017
年、137～148頁。同「イタリア時代の百武兼行Ⅱ―「〈アッカデーミア・ジージ〉とローマの美術家たち」『佐賀大学全学
教育機構紀要第6号』2018年、159～170頁。「イタリア時代の百武兼行Ⅲ―〈ピエトロ・ミッカ図〉（1882年）制作の背景」
『佐賀大学芸術地域デザイン学部研究論文集第1号』2018年、99～102頁、同「イタリア時代の百武兼行Ⅳ―「チョチャ
ラ」をモデルにした作品について」『佐賀大学芸術地域デザイン学部研究論文集第2号』2019年、71～82頁。以上の論文
をまとめて加筆修正し、新たな知見を加えたものとして以下の論考。拙稿「イタリア時代の百武兼行－ローマにおける制
作環境と画題選択の背景を探る」『公益財団法人鍋島報效会研究助成研究報告書 第9号』2019年9月、119～148頁。
（註2）本稿における“Thouron”の日本語表記は、同時代資料からの引用による場合は、資料中の表記にならい、〈チュウ
ロン〉あるいは〈チューロン〉とするが、それ以外は〈チュウロン〉を採用する。
（註3）小林鐘吉「故百武兼行伝」『光風』明治41年3月号、24～25頁。
（註4）復刻版『松岡壽先生』松岡壽先生伝記編纂会、中央公論美術出版、1995年、31～32頁。青木茂、歌田眞介編『松岡壽
研究』中央公論美術出版、2002年、229～230頁。
（註5）拙稿『佐賀大学全学教育機構紀要第6号』2018年。松岡壽によれば、松岡と百武がチュウロンに連れられてアッカデー
ミア・ジージに行ったのは10月4日、マッカリを紹介されたのは、11月2日であった。
（註6）拙稿「イタリア時代の百武兼行Ⅱ―「〈アッカデーミア・ジージ〉とローマの美術家たち」『前掲書』2018年、159～
170頁。
（註7）Bogliardo del Catasto Urbano di Pio VII nn. 31-35, Camillo Loffari, del fu Giuseppe. Cited in Di Castro, Francesco, Via
Margutta Cinquecento anni di storia e d’arte, Edizioni Kappa, Roma, 2006, p. 89; Brogliardo dell’Aggiornamento del Catasto
Urbano, anno 1871 nn. 30-33, Dovizielli Pietro e Pasquale Casa e giardino. Cited in Ibid., p.89; Ibid., p. 200.
（註8）〈Thouron〉はフランス系か。“Thouron”の英語の発音は（スロン）［θro:n］に近いが、イタリアではフランス語読
みに近くチュウロン（チューロン）［tron］［t:ron］と呼ばれていたのだろう。
（註9）Hamilton, John McLure, Men I have Painted, T. Fisher Unwin, London, 1921, pp.131-136.
https://commons.wikimedia.org/wiki/Category:Men_I_Have_Painted,_Hamilton,_1921
（註10）Dictionary of American Painters Sculptors and Engravers, Modern Books and Crafts, Inc., 1974, p. 367. さまざまな文献
を探ったが、二次資料が伝えるハミルトンについての情報は現在のところ限定的である。次の文献も参照。Wagstaff,
Samuel, “A tradition of patronage,” Apollo, 1968, 88, p. 449.
ロンドンのナショナル・ポートレートギャラリーのサイトにあるハミルトンの情報も参照。
https://www.npg.org.uk/collections/search/person/mp07065/john-mclure-hamilton 31/Jan./12020
（註11）「父は私を励ましてくれただけではなく、早い時期に私の趣味に合わせて、私を正しい道へと導いてくれた。そして、
画家のジョージ・Ｗ．ホームズのところ―ヘンリー・チュウロンに出会ったのもそこであったが―に私を託したのであっ
た。」（he not only encouraged but guided me in the direction of my tastes, placing me, at an early age, under the care of
the painter, George W. Holmes, where I met Henry Thouron.）Hamilton, op. cit., p.17.
（註12）「彼は私のことをジョンと呼び、半分は愛情、そして半分は庇護―私にはそう感じられたのだが―の念をもって彼の
腕を私の肩に置いた。彼の精神的な強さの象徴であった彼の逞しい腕は、それ以来ずっと私の肩の上にあって、いまだに
そこにあるのである。彼は4年前にローマで帰らぬ人となったけれども。」（He called me John, and placed his arm over
my shoulder, half in affection and half, so it seemed to me, in protection. His strong arm, the symbol of his spiritual strength,
has ever since been on my shoulder, and is still there, although he died in Rome four years ago.）
（註13）「ヘンリー・チュウロンについて語ることはおよそ不可能である。私は彼のことを非常によく知っていた。彼が熱愛
し、べったりであった母や妹のことを除いては。彼の性格は単純でもあり複雑でもあった。彼のとてつもなく繊細で気難
しい性格は周りの人の行動を縛り、それゆえ、彼はしばしば誤解を受けた。」（It is almost impossible to describe Henry
Thouron. I knew him as intimately as he permitted anyone to know him, save his mother and his sister, to whom he was
passionately devoted, and always closely associated. His nature was both simple and complex. His supersensitive and over-
scrupulous temperament dictated actions that were frequently misunderstood.）
（註14）ペンシルヴェニア美術アカデミー（PAFA）が所蔵する資料の閲覧については、同校資料館の館長ホアン・トラン氏
に大変お世話になった。PAFAのアーカイブズには、全部で42点のチュウロンに関する資料が保管されている。トラン
氏のお陰でそれら全てを閲覧することができた。ここに記してお礼を申し上げる。I am very grateful to Hoang Tran, the
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director of the Archives at Pennsylvania Academy of Fine Arts, who kindly sent me a number of important materials re-
lating to Thouron, and gave me useful information about this painter. PAFAに保管されているチュウロンに関する資料の
分類番号は以下の通り。MS.053 Catalogued Correspondence PC.01.01 Faculty and Academician photograph collection
RG.02.03.02 Museum Registrar records RG.03.03.01 Student Records RG.03.06.01 Records of the Faculty RG.08 Fellowship
of the Pennsylvania Academy of the Fine Arts records RG.01.04.05 John Andrew Myers secretary records.
（註15）本稿（註3）を参照。
（註16）評議員も10年以上にわたって勤めている。評議員としての在職期間は以下の通り。1897／1898年から1906／1907年と、
1915／1916年。
（註17）記念基金発足の際に、友の会が会員に向けてチュウロンの人柄や芸術家としての功績を称えた文書が残っている。そ
こには、（ローガン・スクエアの）大聖堂の装飾に言及した一文が含まれているが、このことからこの公的作品の制作は
チュウロンのキャリアの中で特別な位置を占めていたことが推測される。（PAFA, Fellowship of the FineArts records
RG.08.）
（註17）チュウロンの亡くなった月日は不明だが（ネット上には1915年12月12日という情報が見出せるが未確認）、PAFAに
は1915年7月24日の消印のあるチュウロンがローマからフィラデルフィアにいた PAFAの秘書のジョン・アンド
リュー・マイヤーズ（John Andrew Myers）という人物に送った絵葉書が残されている（PAFA, John Andrew Myers sec-
retary records, RG.01.04.05）
（註18）“Mr. Henry Thouron at Work on His Mural Decoration”1914年2月16日
作品の裏に貼られた紙には、作家寄贈（Gift of the Artist）の文字も見える。もう1点ペンシルヴェニア美術アカデミー
のコレクションの中のハミルトンによる集団肖像画の中にチュウロンが描かれているものがあるというが、その作品は未
確認。
（注19）これらはいずれもオークションに出されたもので、作品のアトリビューションは確実ではない。よって本文の以下の
議論は、それらがチュウロンの真作であることを前提としたものである。なお、PAFA以外の美術館所蔵のチュウロン
の作品を探したが、今回の調査では見つけられなかった。
（註20）「お気に入りの夏の気晴らし（A Favorite Summer Pastime）」（1873）25．4×20．3cm，oil on canvas, signed and dated
verso: HJ Thouron/1873. See the official site of “Heritage Auctions” below:
（https://fineart.ha.com/itm/paintings/henry-joseph-thouron-american-1851-1915-a-favorite-summer-pastime-1873oil-on-
canvas10-x-8-inches-254-x-203/a/5174-70083.s）31/Jan./2020.
（注21）「繕い物（Mending）」（1886），25．5×35．5cm，oil on panel, titled and dated 1886 on verso. See the official site of
“Liveauctioneers” below: (https://www.liveauctioneers.com/item/7960170_2170-henry-joseph-thouron-american-1851-1915)
31/Jan./2020.
本論は、2019年度科学研究費基盤研究（Ｃ） 課題番号19K00173の研究成果の一部である。
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図版
図版1 ジョン・マックルーア・ハミルトン「ヘンリー・チュウロンの肖像」
cited from Men I Have Painted（1921）
図版2 ジョン・マックルーア・ハミルトン「壁画制作中のチュウロン氏」1914年
（PAFA, Faculty and Academician photograph collection, PC．01．01）
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